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やまぐち子ども・子育て
応援プラン策定に係る

子どもたちへのアンケート調査結果

山口県健康福祉部
こども・子育て応援局



(C) Yamaguchi Pref. 2

問：「子どもが安心して、のびのびと育つために大事だと思うこと」を選択肢から選んでください
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◆小学生、中学生ともに、「学校教育の充実」（学校が安心して過ごし、学ぶことができる場所になること）が最も多く、
次に「いじめ対応」 、「いじめ・不登校対応」 （いじめがあったり、友だちとトラブルがあったりしても、相談できる
場所があること。学校に行けなくなっても、勉強する機会があること。）が多い。

※小学生から高校生等までのアンケート結果には、特別支援学校の児童・生徒の回答が含まれている場合がある。
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◆「安定した雇用」（自分に合う仕事を見つけ、
経験を積んでいけるように支援したり、給料が
上がるようにしたり、働きやすいようにしたり
すること ）が最も多く、次いで「いじめ・不登
校対応」、 「学校教育の充実」の順に多い。
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◆「安定した雇用」が最も多く、次いで「結婚・出
産、子育てに関する経済的負担の軽減」（子ども
にかかる医療費や保育料、教育費などのお金の負
担が少なくなるようにすること ）、「ライフプラ
ンニング」（就職だけでなく、様々なライフイベ
ントを含めて自分の進路について総合的に考える
ことができるようにすること）の順に多い。
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特別支援学校の児童・生徒

◆「友達と仲良く過ごすこと」が最も多く、次に「自分が
好きなことをして過ごせる場所を増やすこと」が多い。

区 分 回 答 数 児童・生徒数

小学生（4年生～6年生） 17,968件 31,257人

中 学 生 17,238件 33,075人

高 校 生 等 9,453件 36,381人

特別支援学校の児童・生徒 156件 2,058人

大 学 生 183件 ―

合 計 44,998件 ―

≪参考≫調査の対象と回答状況

※児童・生徒の数は令和６年度学校基本調査（速報値）による。

※調査期間：令和６年６月～７月


